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自衛隊の海外派兵を食い止め、大幅軍縮を！

米軍基地を撤去しよう＇

反核運動を継純し、棧廃絶を！

憲法 9条を世界に！

市民による平和政策を提起しよう！

草の根の国際共同作業をすすめよう！
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［非核法」制定運動を大きな国民運動9こ
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「
バ
ン
コ
ッ
ク
・
ビ
ー
ス
・
セ
ミ
ナ
ー
」
は
、
七

月
二
十
五
日
、
タ
イ
の
外
務
省
を
通
じ
て
、

A
S
E

A
N
当
局
に
私
た
ち

N
G
O
と
し
て
の
声
明
を
提
出

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
連
の
会
議
を
終
了
し
た
。

（
声
明
は
全
文
掲
載
）

バ
ン
コ
ッ
ク
・
ピ
ー
ス
・
セ
ミ
ナ
ー
は
何
度
か
キ

ャ
ッ
チ
・
ピ
ー
ス
で
も
と
り
あ
げ
、
読
者
を
中
心
と

す
る
相
当
数
の
皆
さ
ん
か
ら
カ
ン
パ
を
い
た
だ
い
て

運
営
で
き
た
も
の
で
あ
る
。
皆
さ
ん
の
ご
支
持
に
感

甜
し
た
い
。

会
議
中
三
日
間
、
大
変
行
き
届
い
た
運
営
を
さ
れ

た
タ
イ
側
の
努
力
に
も
感
謝
し
て
い
る
。
（
た
だ
、

き
き
す
ぎ
た
冷
房
設
備
以
外
は
。
こ
れ
は
タ
イ
の
全

部
の
冷
房
に
つ
い
て
言
え
る
こ
と
だ
が
。
）

.---1 
~‘‘ 
ノ'̀‘

皆
川
み
ず
ゑ

咸
闊
§

、/
n

ッ
ク

（
キ
ャ
ッ
チ
ピ
ー
ス
）

；
う
ち
に
終
了

・
ピ
ー
K

イ
ラ
ス
ト
~
切
亜
矢
子

． 
七
ミ
ナ
ー
」

会
場
と
な
っ
た
チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン
大
学
の
サ
ラ
ニ

テ
ス
会
議
場
は
、
前
面
に
大
き
な
池
を
も
っ
た
広
場

が
あ
り
、
緑
の
木
立
に
囲
ま
れ
た
白
亜
の
殿
堂
と
い

う
趣
だ
っ
た
。
二
階
が
会
議
場
に
な
っ
て
お
り
、
中

に
は
円
卓
と
ゆ
っ
た
り
し
た
埼
子
、
二
人
に
ひ
と
つ

の
マ
イ
ク
設
備
が
セ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
本

格
的
な
会
議
場
だ
。

参
加
者
は
、
前
々
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
人
権
に
関

す
る

N
G
0
の
会
議
の
参
加
者
も
加
わ
り
、
約
八
十

名
と
な
っ
た
。
タ
イ
側
は
チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン
大
学
関

係
者
が
多
い
。
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
の
参
加
者
で
言
え

「
北
如
竺
か
ら
の
参
加
が
可
能
に

［嘉危召 殿連覇を
大きな屑艮麗蘭に
一

一本当の

力ゞ ここ

ー

・

・

「膚犀真厭」

ここしニー

「社会新報」より

と
い
う

七
月
一
八
日
、
「
今
こ
そ
非
核
法
を
！
」

A
訴
え
＞
が
宇
都
宮
徳
馬
さ
ん
、
本
島
等
長
崎
市
長
、

タ
レ
ン
ト
の
黒
柳
徹
子
さ
ん
、
平
和
学
会
会
長
の
鈴

木
祐
司
さ
ん
、
日
本

Y
W
C
A
会
長
の
江
尻
美
穂
子

さ
ん
、
軍
事
評
論
家
の
前
田
哲
男
さ
ん
、
物
理
学
者

の
服
部
学
さ
ん
、
非
核
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
西
田
勝
さ

ん、

P
C
D
S
の
梅
林
宏
道
さ
ん
ら
二
二
人
の
連
名

で
出
さ
れ
た
。
賛
同
人
の
中
に
は
、
女
優
の
吉
水
小

百
合
さ
ん
や
長
洲
―
二
神
奈
川
県
知
事
の
名
前
も
あ

る
。
＾
訴
え
＞
の
全
文
は
、
本
誌
に
添
付
さ
れ
て
い

る
と
お
り
で
あ
る
。

レ
ー
ガ

こ
の
運
動
を
何
と
か
成
功
さ
せ
た
い
。

人
類
が
今
な
お
核
兵
器
の
愚
か
さ
か
ら
脱
し
き
れ

な
い
現
実
に
、
シ
ニ
カ
ル
に
構
え
る
の
で
は
な
く
、

ま
た
マ
ン
ネ
リ
化
し
た
主
張
の
繰
り
返
し
に
終
始
す

る
の
で
は
な
く
、
現
代
の
世
界
を
変
え
て
い
く
課
題

と
し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

「
核
兵
器
問
題
」
は
、
い
ま
な
お
世
界
政
治
の
ト

ッ
プ
の
課
題
で
あ
る
。
核
兵
器
を
公
然
と
し
て
保
有

し
て
い
る
国
の
み
が
、
拒
否
権
を
持
つ
国
連
の
常
任

理
事
国
を
形
成
し
て
い
る
と
い
う
事
実
が
、
何
よ
り

も
異
常
な
国
際
政
治
の
現
実
を
反
映
し
て
い
る
。

冷
戦
後
、
核
兵
器
の
役
割
に
関
す
る
疑
問
が
提
出

さ
れ
、
大
き
く
言
え
ば
現
時
点
で
も
核
兵
器
は
冷
戦

後
の
過
渡
期
の
混
乱
期
に
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
昨

年
の
一

0

月
に
核
兵
器
の
「
基
本
姿
塾
の
見
直
し
（

ポ
ス
チ
ャ
ー
・
レ
ビ
ュ
ー
）
」
が
始
ま
り
、

ン
政
権
の
初
期
に
作
ら
れ
た
現
在
の
核
政
策
の
す
べ

て
の
徹
底
見
直
し
に
着
手
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
最

近
の
報
告
で
は
、
国
防
省
内
、
国
防
省
・
国
務
省
間

な
ど
の
意
見
の
対
立
が
激
し
く
て
、
ク
リ
ン
ト
ン
政

権
の
現
在
の
政
治
指
導
力
で
は
、
は
っ
き
り
と
し
た

方
向
性
を
出
せ
な
い
ま
ま
、
作
業
が
暗
礁
に
乗
り
上

げ
る
可
能
性
が
出
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
時
期
に
、
日
本
で
非
核
法
を
作
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
そ
れ
は
国
際
的
に
も
大
き
な
意
味

を
持
つ
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

N
P
T
（
核
不
拡
散
条
約
）
の
再
検
討
●
延
長
会

議
が
あ
り
、
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
五
0

を
迎
え
る

一
九
九
五
年
と
い
う
年
を
考
え
れ
ば
、
そ
の
意
味
の

大
き
さ
は
な
お
さ
ら
で
あ
る

＾
訴
え
＞
が
発
表
さ
れ
た
日
の
『
朝
日
新
聞
』
タ

刊
の
「
素
粒
子
」
欄
は
、
「
『
非
核
三
原
則
を
法
律

に
』
運
動
始
ま
る
。
こ
こ
に
本
当
の
意
味
で
の
国
際

貢
献
の
大
道
が
開
け
て
い
る
」
と
書
い
た
。
確
か
に

「
非
核
法
」
は
私
た
ち
の
宿
題
で
あ
る
だ
け
で
は
な

く
、
な
し
う
る
本
当
の
意
味
の
「
国
際
貢
献
」
の
一

つ
だ
と
思
う
。

「
非
核
法
」
制
定
運
動
の
成
否
の
鍵
は
、
ど
れ
だ

け
幅
広
い
人
々
に
訴
え
を
届
け
、
そ
の
支
持
を
声
と

し
て
表
現
で
き
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
私
た
ち
も

殻
を
脱
ぎ
、
大
き
な
国
民
運
動
に
発
展
さ
せ
る
努
力

を
し
て
み
た
い
。
（
編
集
部
）

ば
、
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
の
参
加
者
は
人
権
問
題
に
も

関
心
を
も
つ
参
加
者
が
多
く
、
平
和
運
動
の
あ
り
方

に
も
違
い
が
見
ら
れ
る
よ
う
だ
。
今
回
の
参
加
者
全

体
で
は
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
の
朝
鮮
反
核

平
和
委
員
会
よ
り
二
名
の
参
加
が
可
能
に
な
っ
た
こ

と
は
特
筆
し
て
も
よ
い
。
金
日
成
の
死
去
に
伴
い
一

時
は
参
加
自
体
が
危
ぶ
ま
れ
る
情
勢
で
、
関
係
者
を

や
き
も
き
さ
せ
て
い
た
。

A
S
E
A
N
の
地
域
フ
ォ

ー
ラ
ム
に
は
北
朝
鮮
か
ら
の
参
加
は
な
か
っ
た
が
、

後
日
の
新
聞
報
道
に
よ
れ
ば
、
北
朝
鮮
も
参
加
の
意

向
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
支
援
を
求
め
て
い
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ピ
ー
ス
・
セ
ミ
ナ
ー
に
北
朝
鮮

が
参
加
し
、
彼
等
と
韓
国
の
参
加
者
と
の
あ
い
だ
で

議
論
が
交
わ
さ
れ
た
こ
と
は
、
私
た
ち

N
G
0
の
役

割
を
再
確
認
さ
せ
る
も
の
と
な
っ
た
。

会
議
の
合
間
に
、
ま
た
宿
舎
（
チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン

大
学
付
属
の
短
期
滞
在
用
の
施
設
）
で
の
食
事
の
際

に
、
参
加
者
は
各
国
の
情
報
を
交
換
す
る
。
こ
れ
も

ま
た
国
際
会
議
な
ら
で
は
の
楽
し
み
だ
が
、
北
朝
鮮

の
ペ
ク
・
ヨ
ン
ホ
氏
と
韓
国
の
ノ
・
ヨ
ン
ス
ン
氏
が

テ
ー
プ
ル
を
ひ
と
つ
に
し
て
会
話
し
て
い
る
光
景
を

見
る
に
つ
け
、
ち
ょ
っ
と
し
た
感
慨
に
ひ
た
っ
て
し

ま
う
。
し
か
し
、
韓
国
か
ら
の
日
本
批
判
は
痛
烈
だ

っ
た
。
従
軍
慰
安
婦
の
問
題
、
そ
し
て
最
近
の
在
日

の
女
子
高
校
生
に
対
す
る
暴
力
事
件
に
触
れ
ら
れ
る

と
、
日
本
か
ら
の
参
加
者
と
し
て
責
任
を
痛
感
す
る
。

3
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f¥1'1冒』f)

「団結しよう」 「民主主義を要求す

（数十人の死者を出した 92年5月タイ
民主化闘争のバッジ）

◇

米

政

府

が

一

方

的

に

地

域

安

全

保

障

へ

の

脅

威

で

あ

る

と

5

第

一

日

目

は

、

基

調

報

告

と

各

国

の

報

告

が

中

心

と

な

っ

た

。

タ

イ

側

か

ら

A
S
E
A
Nの
全

体

像

と

今

回

の

A
S
E
A
N地域
フ

ォ

ー

ラ

ム

の

位

置

づ

け

に

つ

い

て

の

報

告

が

あ

っ

た

。

A
S
E
A
N諸国
が

急

速

な

経

済

成

長

を

背

景

に

冷

戦

終

結

後

の

地

域

問

題

に

ど

の

よ

う

に

対

処

し

て

い

る

の

か

要

領

を

得

た

報

告

が

あ

り

、

A
S
E
A
N内の
議

論

の

成

熟

に

目

を

開

か

さ

れ

た

。

そ

の

後

、

フ

ィ

リ

ピ

ン

の

ウ

ォ

ル

デ

ン

・

ベ

ロ

氏

と

カ

ナ

ダ

の

パ

テ

ィ

・

ウ

ィ

リ

ス

氏

が

ア

ジ

ア

・

太

平

洋

地

域

の

安

全

保

障

に

つ

い

て

語

っ

た

。

ベ

ロ

氏

は

、

地

域

の

安

全

保

障

に

つ

い

て

オ

ル

タ

ナ

テ

ィ

ブ

な

経

済

発

展

の

追

及

と

人

権

問

題

の

解

決

の

必

要

性

に

つ

い

て

語

り

、

ま

た

ウ

ィ

リ

ス

氏

は

実

質

の

あ

る

軍

縮

を

前

提

と

す

る

地

域

安

全

保

障

を

提

案

し

た

。

午

後

は

梅

林

宏

道

氏

の

核

拡

散

防

止

条

約

の

延

長

問

題

に

関

連

し

た

提

起

と

北

朝

鮮

と

韓

国

の

両

方

か

ら

の

朝

鮮

半

島

情

勢

を

め

ぐ

る

提

起

が

あ

っ

た

。

北

朝

鮮

の

参

加

者

の

報

告

で

は

ア

メ

リ

カ

の

動

向

に

つ

い

て

の

疑

念

が

語

ら

れ

、

私

た

ち

N
G
Oに
立

場

の

鮮

明

化

を

促

し

た

が

、

内

容

自

体

は

北

朝

鮮

政

府

の

公

式

見

解

を

そ

れ

ほ

ど

逸

脱

す

る

も

の

で

は

な

か

っ

た

。

午

後

の

非

核

独

立

太

平

洋

運

動

の

ロ

ペ

テ

ィ

・

セ

ニ

ト

リ

氏

は

太

平

洋

に

お

け

る

状

況

に

つ

い

て

、

ト

ン

ガ

な

ど

で

軍

拡

が

進

ん

で

い

る

と

報

告

し

た

。

太

平

洋

地

域

で

も

覇

権

主

義

が

台

頭

し

て

い

る

。

冷

戦

構

造

崩

壊

後

の

新

た

な

状

況

と

し

て

注

目

さ

れ

る

。

午

後

の

後

半

は

、

各

国

か

ら

の

報

告

が

行

わ

れ

た

。

私

は

日

本

の

状

況

と

し

て

「

お

も

い

や

り

予

算

」

の

存

在

と

自

衛

隊

の

A
W
A
C
S等
の

導

入

に

つ

い

て

報

告

し

た

が

、

「

お

も

い

や

り

予

算

」

に

つ

い

て

特

に

参

加

者

の

関

心

を

ひ

い

た

よ

う

に

思

う

。

沖

縄

か

ら

は

宜

野

湾

市

職

労

の

伊

波

洋

一

氏

が

参

加

し

、

沖

縄

の

米

軍

基

地

と

そ

の

被

害

に

つ

い

て

報

告

し

た

。

報

告

後

、

フ

ィ

リ

ピ

ン

の

参

加

者

か

ら

率

直

な

連

帯

の

意

向

が

示

さ

れ

た

の

が

印

象

的

だ

っ

た

。

二

日

目

は

バ

ン

コ

ッ

ク

郊

外

の

ク

ロ

ン

ト

イ

・

ス

ラ

ム

を

訪

問

し

、

三

日

目

に

総

括

討

論

が

行

わ

れ

た

。

そ

の

結

果

は

声

明

文

に

結

実

し

て

い

る

。

こ

れ

を

参

照

し

て

い

た

だ

き

た

い

。

全

体

を

通

じ

て

印

象

に

残

っ

た

こ

と

を

ひ

と

つ

つ

け

加

え

て

お

こ

う

。

私

は

気

が

つ

い

て

み

る

と

、

ア

ジ

ア

側

参

加

者

で

唯

一

の

女

性

だ

っ

た

。

（

タ

イ

の

女

性

を

除

く

。

）

カ

ナ

ダ

の

パ

テ

ィ

・

ウ

ィ

リ

ス

も

ア

メ

リ

カ

の

キ

ャ

ロ

ル

も

こ

と

あ

る

ご

と

に

女

性

の

参

加

に

つ

い

て

問

い

、

ま

た

声

明

の

起

草

委

員

会

に

も

も

っ

と

女

性

を

…

と

主

張

す

る

お

か

げ

で

、

半

分

受

け

身

の

参

加

者

の

私

は

あ

れ

よ

あ

れ

よ

と

い

う

間

に

声

明

文

を

タ

イ

外

務

省

に

届

け

る

役

割

を

担

う

ハ

メ

に

な

っ

た

。

バ

ン

コ

ク

・

ピ

ー

ス

・

セ

ミ

ナ

ー

「

ア

ジ

ア

太

平

洋

の

安

全

保

障

へ

の

民

衆

の

提

言

」

●

チ

ュ

ラ

ロ

ン

コ

ン

大

学

（

バ

ン

コ

ク

）

•
9
4年
7

月
2
2
1
2
4

日

八
声
明
＞

こ

の

声

明

は

、

94年

7
月
2
2日か
ら

24日に
か

け

て

バ

ン

コ

ク

で

開

催

さ

れ

た

「

バ

ン

コ

ク

・

ピ

ー

ス

・

セ

ミ

ナ

ー

：

ア

ジ

ア

太

平

洋

の

安

全

保

障

へ

の

民

衆

の

提

言

」

に

お

い

て

議

論

さ

れ

た

、

地

域

安

全

保

障

の

諸

問

題

に

つ

い

て

の

見

解

を

述

べ

る

も

の

で

あ

る

。

こ

の

セ

ミ

ナ

ー

は

、

太

平

洋

軍

備

撤

廃

運

動

（

P
C
D
S
)
が

タ

イ

の

実

行

委

員

会

と

共

催

し

た

。

セ

ミ

ナ

ー

に

は

、

草

の

根

地

域

グ

ル

ー

プ

、

非

政

府

組

織

（

N
G
o
)
、

学

術

研

究

機

関

と

い

っ

た

幅

広

い

範

囲

の

参

加

者

が

、

ア

ジ

ア

太

平

洋

地

域

16ヶ国
か

ら

集

ま

っ

た

。

バ

ン

コ

ク

・

ピ

ー

ス

・

セ

ミ

ナ

ー

は

A
S
E
A
N地域
フ

ォ

ー

ラ

ム

(
A
R
F
)
に

先

だ

っ

て

開

か

れ

た

も

の

で

あ

る

。

A

R
Fでは
、

ア

ジ

ア

太

平

洋

地

域

の

政

府

が

集

ま

っ

て

、

冷

戦

後

の

変

化

し

つ

つ

あ

る

環

境

の

中

で

の

安

全

保

陣

の

諸

問

題

が

議

論

さ

れ

る

。

地

域

の

安

全

保

障

を

築

く

と

い

う

こ

と

は

、

政

府

に

の

み

任

さ

れ

る

も

の

で

は

な

い

と

、

私

た

ち

は

考

え

る

。

ア

ジ

ア

太

平

洋

地

域

の

国

家

間

を

つ

な

い

で

い

く

と

い

う

こ

と

は

、

民

衆

相

互

の

関

係

を

含

む

も

の

で

な

く

て

は

な

ら

ず

、

ま

た

、

外

交

や

交

流

は

地

域

社

会

の

あ

ら

ゆ

る

部

門

に

ま

で

拡

が

っ

て

い

く

も

の

で

な

く

て

は

な

ら

な

い

。

さ

ら

に

、

安

全

保

障

と

い

う

概

念

じ

た

い

を

定

義

し

直

し

、

よ

り

広

い

意

味

を

持

た

せ

ね

ば

な

ら

な

い

と

、

私

た

ち

は

考

え

る

。

安

全

保

障

と

は

単

に

、

戦

争

を

お

こ

さ

な

い

と

か

、

外

か

日

本

で

も

女

性

解

放

運

動

が

存

在

し

、

女

性

の

社

会

進

出

な

ど

が

叫

ば

れ

る

が

、

現

実

と

し

て

は

女

子

学

生

の

就

暇

難

や

パ

ー

ト

女

性

の

解

雇

な

ど

が

お

こ

る

。

パ

テ

ィ

や

キ

ャ

ロ

ル

の

「

ア

フ

ァ

ー

マ

テ

ィ

プ

・

ア

ク

シ

ョ

ン

」

、

つ

ま

り

「

と

に

か

く

ど

こ

で

も

半

分

は

女

性

に

席

を

」

と

言

う

主

張

を

私

は

と

て

も

現

実

的

で

力

強

い

も

の

と

感

じ

た

。

男

女

が

平

等

な

ら

ば

、

こ

れ

は

当

然

出

て

く

る

主

張

だ

、

と

い

う

こ

と

が

ス

ト

ン

と

胸

に

お

ち

た

。

ら

の

侵

略

か

ら

領

土

を

守

る

と

か

、

外

交

上

の

自

国

の

利

益

を

守

る

と

か

い

っ

た

よ

う

な

民

族

国

家

の

関

心

事

の

み

を

い

う

の

で

は

な

い

。

安

全

保

障

と

は

、

本

当

の

安

全

保

障

と

は

軍

事

力

に

よ

る

も

の

で

は

な

い

と

い

う

こ

と

を

よ

く

知

っ

て

い

る

民

衆

が

、

積

極

的

に

参

加

す

る

も

の

で

な

く

て

は

な

ら

な

い

。

安

全

保

障

は

さ

ら

に

、

日

々

の

生

活

の

中

に

お

け

る

安

全

保

障

と

い

う

民

衆

の

関

心

に

向

か

う

べ

き

で

あ

る

。

そ

れ

は

、

病

気

、

飢

餓

、

失

業

、

社

会

的

な

抗

争

、

政

治

的

な

抑

圧

、

環

境

の

危

機

と

い

っ

た

脅

威

か

ら

身

を

守

る

と

い

う

こ

と

で

あ

る

。

安

全

保

障

と

は

、

次

の

よ

う

な

次

元

を

含

む

も

の

で

あ

る

。

つ

ま

り

、

躁

境

を

改

善

す

る

こ

と

、

経

済

的

な

平

等

を

は

か

る

こ

と

、

長

い

間

抑

圧

さ

れ

追

い

や

ら

れ

て

き

た

女

性

、

先

住

民

、

少

数

民

族

な

ど

の

社

会

集

団

に

力

を

与

え

る

こ

と

、

そ

し

て

政

治

的

民

主

主

義

の

制

度

化

な

ど

で

あ

る

。

安

全

保

障

問

題

に

関

す

る

対

話

は

＼

非

軍

事

化

、

非

核

化

、

非

植

民

地

化

、

そ

し

て

、

民

主

的

諸

権

利

へ

の

要

求

を

求

め

る

民

衆

の

要

求

な

ど

、

幅

広

い

問

題

を

論

ず

る

も

の

で

な

く

て

は

な

ら

な

い

。

ア

ジ

ア

太

平

洋

地

域

に

お

け

る

冷

戦

後

の

課

題

ア

ジ

ア

太

平

洋

地

域

は

今

き

わ

ど

い

岐

路

に

あ

る

。

冷

戦

は

終

わ

っ

た

が

、

こ

の

地

域

は

い

ま

だ

こ

れ

か

ら

、

冷

戦

後

時

代

の

地

域

の

平

和

と

安

全

保

障

と

い

う

急

迫

す

る

課

題

を

扱

う

べ

き

制

度

を

発

展

さ

せ

て

い

か

ね

ば

な

ら

な

い

。

長

期

的

な

平

和

と

安

全

保

障

の

基

礎

を

築

い

て

い

く

た

め

の

創

造

的

な

外

交

が

欠

如

し

て

い

る

た

め

に

、

こ

の

地

域

は

、

以

下

の

四

つ

の

過

程

で

支

配

さ

れ

る

よ

う

な

紛

争

管

理

シ

ス

テ

ム

に

陥

っ

て

い

る

。
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◇
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
、
台
湾
、
モ
ン
ゴ
ル
、
太
平

決
め
つ
け
た
国
々
に
対
し
、
米
国
が
力
の
展
開
を
続
け
る

こ
と
。

◇

A
S
E
A
N
各
国
が
、
力
の
均
衡
と
い
う
政
策
を
実
施
し

て
い
る
こ
と
。
こ
れ
は
、
中
国
の
防
衛
力
増
強
や
日
本
の

再
軍
事
化
と
い
う
戦
略
的
脅
威
が
感
じ
ら
れ
る
の
に
対
し

て
、
こ
れ
を
く
い
止
め
る
た
め
に
、
こ
の
地
域
へ
の
強
大

な
米
国
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
維
持
す
る
こ
と
を
ね
ら
っ
た
も

の
で
あ
る
。

◇
近
隣
諸
国
間
の
管
理
の
な
い
軍
備
競
争
。

◇
こ
の
地
域
の
い
く
つ
か
の
政
府
に
よ
る
人
権
侵
害
。
西
側

政
府
に
よ
る
、
自
分
た
ち
の
利
益
を
促
進
す
る
た
め
の
、

人
権
と
い
う
言
辞
の
欺
謀
的
利
用
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
よ
う
な
米
国
の
一
方
的
支
配
、
カ

の
均
衡
政
策
、
軍
備
競
争
、
強
権
的
抑
圧
と
が
混
合
し
た
体
制

は
、
不
安
定
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
り
危
険
な
も
の
で
あ
る
。

米
国
の
一
方
的
決
め
つ
け
が
不
安
定
要
因
で
あ
る
と
い
う
事
実

は
、
最
近
あ
ら
た
め
て
明
ら
か
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
米
政

府
は
北
朝
鮮
を
、
核
兵
器
を
秘
密
裏
に
製
造
し
よ
う
と
し
て
い

る
と
し
て
非
難
し
、
米
国
の
当
局
者
は
外
科
手
術
的
な
攻
撃
に

よ
っ
て
ヨ
ン
ビ
ョ
ン
の
原
子
炉
を
「
取
り
除
く
」
と
ほ
の
め
か

し
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
米
国
が
ア
ジ
ア
太
平
洋
の
安
全
保

障
の
す
じ
書
き
を
引
き
続
き
支
配
し
続
け
よ
う
と
し
て
い
る
こ

と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

抑
制
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
米
国
の
力
と
、
中
国
・
日
本
・

A

S
E
A
N

の
間
で
の
戦
略
的
な
チ
ェ
ス
•
ゲ
ー
ム
が
不
安
定
化

の
要
因
で
あ
る
と
い
う
に
と
ど
ま
ら
ず
、
い
ま
や
実
際
に
形
成

可
能
な
安
全
保
障
体
制
の
管
理
●
統
制
の
力
を
越
え
る
よ
う
な

緊
張
、
敵
対
、
紛
争
の
種
が
無
数
に
あ
る
。
そ
れ
は
例
え
ば
次

の
よ
う
な
問
題
で
あ
る
。

な
経
済
成
長
は
、
実
際
に
は
、
こ
の
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
緊
張

と
敵
対
を
増
大
さ
せ
か
ね
な
い
。
そ
れ
は
、
以
下
の
よ
う
な
理

由
か
ら
で
あ
る
。

少
な
い
天
然
資
源
を
求
め
る

◇
急
速
な
産
業
化
の
た
め
に
、

争
い
が
強
ま
る
。

◇
不
均
等
な
発
展
に
よ
っ
て
ひ
き
起
こ
さ
れ
る
国
内
の
階
級

的
な
緊
張
を
、
支
配
エ
リ
ー
ト
層
は
、
攻
撃
的
で
民
族
主

義
的
な
言
辞
、
姿
勢
、
主
張
へ
と
導
い
て
行
き
が
ち
で
あ

る。

◇
「
隣
国
に
負
け
な
い
」
た
め
の
武
器
購
入
資
金
が
、
よ
り

多

く

調

達

で

き

る

。

‘

◇
市
場
へ
の
参
入
と
投
資
の
規
制
を
め
ぐ
る
紛
争
が
強
ま
る
。

「
ア
ジ
ア
太
平
洋
は
急
速
な
経
済
発
展
の
地
域
で
あ
り
、
そ

れ
自
身
が
平
和
的
な
こ
と
で
あ
る
」
と
は
、
あ
る
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
の
外
交
官
の
言
葉
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
く
み

す
る
の
は
愚
か
な
こ
と
で
あ
る
。

A
S
E
A
N地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム

(
A
R
F
)

こ
う
し
た
冷
戦
後
の
緊
張
を
効
果
的
に
処
理
し
て
い
く
た
め

の
地
域
的
シ
ス
テ
ム
作
り
が
急
務
と
さ
れ
る
中
で
、

A
S
E
A

N
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム

(
A
R
F
)
が
呼
び
か
け
ら
れ
た
こ
と
は

一
歩
前
進
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
そ
れ
は
、
時
代

の
要
求
に
応
え
て
い
な
い
、
極
め
て
限
界
の
あ
る
、
用
心
深
い

動
き
で
あ
る
。
地
域
の
平
和
と
安
全
保
障
を
促
進
し
て
い
く
の

が

A
R
F
の
目
的
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
達
成
の
た
め
に
は
、

A
R
F
に
は
次
の
こ
と
が
問
わ
れ
て
い
る
。

◇
領
土
の
占
領
や
併
合
。
例
え
ば
、
国
連
に
よ
っ
て
も
非
難

さ
れ
た
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
東
チ
モ
ー
ル
で
行
っ
た
も
の

が
そ
れ
で
あ
る
。

◇
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
よ
る
西
パ
プ
ア
の
併
合
。
継
紐
さ
れ
る

こ
の
地
域
の
先
住
民
の
自
決
権
の
否
定
。

◇
領
土
上
の
争
い
。
例
え
ば
、
ロ
シ
ア
と
日
本
の
い
わ
ゆ
る

北
方
四
島
を
め
ぐ
る
争
い
や
、
マ
レ
ー
シ
ア
と
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
に
よ
る
ボ
ル
ネ
オ
沖
の
二
つ
の
島
の
権
利
を
め
ぐ
る

争
い
な
ど
。

◇
現
実
に
、
あ
る
い
は
潜
在
的
に
資
源
が
豊
富
な
地
域
の
管

理
権
を
め
ぐ
る
争
い
。
例
え
ば
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
中
国
、

プ
ル
ネ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
台
湾
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
よ
っ
て

争
わ
れ
て
き
た
南
沙
諸
島
。

◇
南
太
平
洋
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
に
お
け

る
米
国
な
ど
、
い
ま
だ
に
統
く
植
民
地
支
配
。

◇
国
家
間
の
政
治
的
な
争
い
。
例
え
ば
最
近
の
ク
ー
デ
タ
ー

計
画
を
め
ぐ
る
、
現
在
の
タ
イ
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
間
の
に

ら
み
あ
い
や
、
ベ
ト
ナ
ム
、
タ
イ
、
中
国
の
間
の
イ
ン
ド

シ
ナ
で
の
戦
略
的
優
位
を
め
ぐ
る
争
い
な
ど
。

◇
地
域
の
国
際
関
係
に
対
し
て
不
安
定
化
要
因
と
な
る
人
権

侵
害
を
伴
う
国
内
紛
争
。
例
え
ば
、
ビ
ル
マ
（
ミ
ャ
ン
マ

ー
）
に
お
け
る
抑
圧
、
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
か
ら
の
プ

ー
ゲ
ン
ビ
ル
の
分
離
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
南
部
で
の
キ
リ
ス
ト

教
徒
と
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
紛
争
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
マ
レ

ー
シ
ア
で
の
マ
レ
ー
系
人
と
中
国
系
人
の
間
の
緊
張
な
ど
。

経
済
成
長
と
不
安
定

平
和
と
繁
栄
は
互
い
に
手
を
取
り
合
っ
て
行
く
も
の
、
と

は
昔
か
ら
言
わ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
効
果
的
な

紛
争
管
理
シ
ス
テ
ム
の
な
い
と
こ
ろ
で
は
、
こ
の
地
域
の
急
速

洋
諸
島
の
国
々
と
い
っ
た
、
こ
の
地
域
の
関
係
国
な
ど
の

参
加
を
得
て
、
も
っ
と
包
括
的
な
構
成
と
な
る
こ
と
。

◇
地
域
の
各
国
に
武
器
購
入
の
公
開
登
録
を
求
め
る
提
案
よ

り
、
さ
ら
に
進
ん
だ
軍
備
管
理
計
画
を
た
て
る
こ
と
。

◇
平
和
と
安
全
保
障
の
諸
問
題
に
つ
い
て
単
に
話
し
合
う
と

い
う
だ
け
で
な
く
、
参
加
各
政
府
を
拘
束
す
る
よ
う
な
軍

備
管
理
と
平
和
協
定
を
作
り
出
す
よ
う
な
場
と
す
る
こ
と
。

◇
ビ
ル
マ
（
ミ
ャ
ン
マ
ー
）
の

S
L
O
R
C
（
国
家
法
秩
序

回
復
評
議
会
）
政
権
が
民
主
主
義
を
否
定
し
た
ま
ま
で
あ

る
こ
と
や
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
東
チ
モ
ー
ル
を
占
領
●
併

合
し
続
け
て
い
る
こ
と
な
ど
、
こ
の
地
域
で
最
大
の
不
安

定
を
も
た
ら
し
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
直
接
的
に
意

見
表
明
を
す
る
こ
と
。

◇
参
加
を
国
や
国
と
結
び
付
い
た
機
関
（
戦
略
研
究
シ
ン
ク

タ
ン
ク
な
ど
）
だ
け
に
止
め
る
の
で
は
な
く
、
真
に
民
間

ベ
ー
ス
の

N
G
0
の
参
加
を
受
け
入
れ
、
そ
の
他
市
民
社

会
の
組
織
体
の
参
加
を
含
む
も
の
と
す
る
こ
と
。

新
し
い
地
域
安
全
保
障
シ
ス
テ
ム
は
、
こ
う
し
た
限
界
を
越

え
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
地
域
で
の
持
続
す
る

平
和
、
安
定
、
安
全
保
障
を
確
か
な
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、

冷
戦
後
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
の
安
全
保
障
シ
ス
テ
ム
と
は
、
次
の

よ
う
な
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

◇
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
す
べ
て
の
国
や
民
衆
か
ら
の
参
加

が
あ
る
よ
う
な
多
角
的
な
も
の
で
、
拘
束
力
あ
る
合
意
を
作
り

出
す
よ
う
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。

◇
紛
争
を
、
武
力
よ
り
も
外
交
に
よ
っ
て
解
決
す
る
た
め
の

協
議
の
場
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
。

新
し
い
地
域
安
全
保
障
シ
ス
テ
ム

7
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円卓を囲むニック・マクレラ

ン（オーストラリア）、マイ

ケル・タタキ（パプア・ニュ

ーギニア）、ロペティ・セニ

トゥリ（トンガ） （前列）
クロントイ近くの悪臭を放つ

運河で投網を打つ幼い漁民

私
た
ち
バ
ン
コ
ク
・
ピ
ー
ス
・
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
は
、
こ
の

八
特
別
ア
ピ
ー
ル
＞

ア
ジ
ア
太
平
洋
の
安
全
保
障
を
築
き
維
持
し
て
い
く
段
階
の

中
で
、
地
域
の
非
軍
事
化
が
進
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

そ
の
た
め
に
こ
の
地
域
の
各
国
は
次
の
よ
う
な
行
動
を
と
っ
て

い
く
べ
き
で
あ
る
。

次
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
を
と
お
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
核

兵
器
を
除
去
す
る
こ
と
を
支
持
す
る
。

◇
核
兵
器
が
本
来
的
に
違
法
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
原
則
を

採
る
こ
と
。

◇
南
太
平
洋
非
核
地
帯
条
約
の
強
化
と
、
新
た
な
非
核
地
帯

の
建
設
。
例
え
ば
、
東
南
ア
ジ
ア
非
核
地
帯
や
東
北
ア
ジ

ァ
非
核
地
帯
（
朝
鮮
半
島
と
日
本
を
含
む
）
。

◇
9
5
年
の
核
不
拡
散
条
約

(
N
P
T
条
約
）
の
再
検
討
●
延

長
会
議
を
機
会
に
、
核
保
有
国
が
直
ち
に
条
約
第
六
条
を

遵
守
す
る
よ
う
に
強
く
求
め
る
。

◇
保
有
を
宣
言
し
て
い
な
い
核
保
有
国
に
、
核
兵
器
の
除
去

◇
海
外
の
外
国
軍
事
基
地
の
撤
去
と
軍
艦
の
寄
港
許
可
協
定

な
ど
軍
事
的
ア
ク
セ
ス
協
定
の
拒
否
。

◇
軍
事
演
習
の
縮
小
と
終
了
。

■信
頼
醸
成
措
置
（

C
B
M
)
と
予
防
外
交

◇
南
北
朝
鮮
の
、
平
和
的
な
再
統
一
に
向
け
た
対
話
を
あ
ら

ゆ
る
レ
ベ
ル
に
お
い
て
促
進
す
る
こ
と
。

◇
米
国
に
対
し
て
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
と
の
持
続

的
な
対
話
を
行
い
、
軍
事
力
と
制
裁
の
脅
威
を
与
え
る
こ

と
を
止
め
る
よ
う
に
強
く
要
請
す
る
こ
と
。

◇
平
和
、
軍
縮
、
そ
し
て
地
域
安
全
保
障
な
ど
の
課
題
に
お

け
る
国
連
安
全
保
障
理
事
会
の
役
割
を
明
確
に
し
、
国
連

決
議
に
も
と
づ
く
平
和
維
持
軍
が
加
盟
国
の
利
益
追
求
の

た
め
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
な
く
し
て
ゆ
く
こ
と
。

◇
さ
ま
ざ
ま
な
国
で
の
人
権
侵
害
に
対
し
、
国
際
社
会
は
そ

れ
に
反
対
す
る
道
義
的
責
任
を
負
っ
て
い
る
が
、
こ
の
責

任
を
否
定
す
る
た
め
に
「
内
政
問
題
」
と
い
う
言
い
訳
が

用
い
ら
れ
る
こ
と
に
異
議
を
申
し
立
て
る
こ
と
。
同
時
に
、

西
側
諸
国
が
自
分
た
ち
の
国
の
利
益
追
求
の
た
め
に
人
権

と
い
う
言
葉
を
都
合
よ
く
使
う
こ
と
に
も
反
対
す
る
こ
と
。

◇
す
べ
て
の
政
府
に
対
し
、
過
去
の
非
人
道
的
な
行
い
を
正

直
に
認
め
、
謝
罪
す
る
よ
う
強
く
求
め
る
こ
と
。

◇
あ
ら
ゆ
る
争
い
や
紛
争
を
平
和
的
な
政
治
的
対
話
に
よ
っ

て
解
決
す
る
よ
う
強
く
求
め
る
こ
と
。

◇
国
内
の
治
安
法
を
な
く
す
こ
と
。

■核
軍
縮

地
域
の
非
軍
事
化

◇
下
記
の
よ
う
な
方
法
を
と
お
し
て
、
こ
の
地
域
を
非
軍
事
、

非
核
の
地
域
へ
と
変
え
て
い
く
こ
と
。

◇
国
家
ど
う
し
が
隣
国
と
良
い
関
係
を
築
く
こ
と
に
基
礎
を

置
く
こ
と
。
ま
た
、
正
義
と
平
等
、
国
家
の
主
権
、
自
決

柁
、
領
土
保
全
の
尊
重
に
基
礎
を
置
く
こ
と
。

◇
N
G
O
や
そ
の
他
市
民
社
会
の
組
織
体
を
、
意
思
決
定
の

過
程
に
統
合
し
て
ゆ
く
こ
と
。
そ
し
て
、
古
く
か
ら
の
国

と
国
の
間
の
外
交
の
み
な
ら
ず
、
民
衆
と
民
衆
の
間
の
外

交
を
拡
大
し
て
ゆ
く
こ
と
。

セミナー会場を背景に左から皆川みずゑ、梅林宏道、川崎哲、ノ・ヨンスン

｀シ稔 ＇；？＼，‘-ゞ を
強
く
求
め
る
。

◇
9
5
年
の

N
P
T
条
約
の
再
検
討
●
延
長
会
議
ま
で
に
、
核

実
験
全
面
禁
止
条
約
に
合
意
す
る
こ
と
。
と
り
わ
け
、
こ

れ
以
上
の
核
兵
器
の
開
発
、
近
代
化
、
実
験
を
止
め
る
た

め
で
あ
る
。

◇
い
か
な
る
国
に
対
し
て
も
核
兵
器
を
先
制
使
用
し
な
い
、

ま
た
使
用
の
威
嚇
を
与
え
な
い
こ
と
を
宣
言
す
る
こ
と
。

◇
核
の
韮
盤
を
以
下
の
方
法
で
除
去
す
る
こ
と
。

•
ウ
ラ
ニ
ウ
ム
の
採
掘
と
再
処
理
の
禁
止

•
す
べ
て
の
民
生
●
軍
事
両
用
の
核
技
術
の
移
転
の
禁
止

•
兵
器
に
使
用
可
能
な
核
分
裂
物
質
（
濃
縮
ウ
ラ
ン
、
プ

ル
ト
ニ
ウ
ム
）
の
、
民
生
●
軍
事
目
的
で
の
製
造
と

輸
送
の
禁
止
。
と
り
わ
け
、
日
本
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の

商
業
利
用
計
画
に
反
対
す
る
。

■通
常
兵
器
の
軍
縮
と
軍
備
管
理

◇
軍
事
費
の
削
減
。
と
く
に
、
米
国
、
ロ
シ
ア
、
日
本
、
中

国
な
ど
の
軍
事
大
国
が
大
幅
に
削
減
す
る
こ
と
。

◇
武
器
貿
易
を
次
の
よ
う
な
と
こ
ろ
か
ら
な
く
し
て
い
く
こ

、と•
武
器
移
転
の
公
式
登
録
機
構
の
設
立
。
（
例
え
ば
、
武

器
貿
易
の
全
面
禁
止
を
目
的
と
し
て
、

A
R
F
は
武
器

の
登
録
制
を
開
始
す
る
べ
き
で
あ
る
。
）

・
人
権
侵
害
の
行
わ
れ
て
い
る
国
家
と
の
武
器
貿
易
の
禁

止。
•
武
器
の
取
得
を
促
し
、
即
戦
態
勢
の
強
化
を
も
た
ら
す

こ
と
に
な
る
援
助
や
訓
練
計
画
の
禁
止
。

・
軍
事
的
な
シ
ス
テ
ム
や
設
備
の
生
産
協
定
お
よ
び
ラ
イ

セ
ン
ス
協
定
の
禁
止
。

◇
前
進
配
備
さ
れ
た
外
国
軍
隊
の
撤
退
の
支
持
。

機
会
に
あ
ら
ゆ
る
政
府
に
対
し
て
、
ビ
ル
マ
や
西
パ
プ
ア
、
そ

の
他
こ
の
地
域
の
国
々
か
ら
難
民
と
な
っ
た
学
生
た
ち
が
、
異

境
で
の
よ
り
安
全
な
地
位
と
教
育
を
受
け
る
機
会
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
援
助
す
る
こ
と
を
は
じ
め
、
現
在
と
将
来
の
安

全
を
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た
難
民
た
ち
に
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
保

証
す
る
よ
う
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

，
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右
J
r
r
真
生
さ
ん
の
「
国
衛
隊
」
ル
ポ

沖
縄
の
米
軍
基
地
の
こ
と
は
良
く
知
ら
れ
て
い
る

が
、
自
衛
隊
が
こ
の
島
で
着
々
と
基
地
を
建
設
し
て

い
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。

自
衛
隊
は
一
九
七
二
年
の
沖
縄
返
還
と
同
時
に
返

還
さ
れ
た
米
軍
基
地
を
引
き
継
ぎ
駐
留
し
始
め
た
。

那
覇
航
空
隊
基
地
や
ホ
ワ
イ
ト
ビ
ー
チ
の
一
部
、

ナ
イ
キ
ミ
サ
イ
ル
基
地
、
通
信
基
地
な
ど
で
あ
る
。

米
軍
が
戦
略
上
の
主
要
基
地
と
し
て
沖
縄
を
選
ん

だ
よ
う
に
、
自
衛
隊
も
沖
縄
を
「
南
へ
の
拠
点
」
と

し
て
位
置
付
け
て
い
く
か
も
し
れ
な
い
。

今
月
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

沖
縄
で
は
琉
球
新
報
と
沖
縄
タ
イ
ム
ス
の
二
大
地

元
紙
が
競
い
合
っ
て
い
る
が
、
自
衛
隊
で
は
そ
れ
ぞ

れ
を
「
琉
新
」
と
「
沖
タ
イ
」
と
呼
び
、
七
対
三
の

割
合
で
「
琉
新
」
を
講
読
し
て
い
る
と
い
う
。

今
年
は
、
少
し
異
変
が
起
き
て
い
る
そ
う
だ
。

と
い
う
の
は
「
沖
タ
イ
」
に
今
の
年
一
月
十
日
か

ら
毎
週
月
曜
夕
刊
に
自
衛
隊
の
特
集
記
事
が
載
る
よ

う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
女
性
写
真
家
、
石
川
真
生
（
い

し
か
わ
ま
お
）
さ
ん
が
、
精
力
的
に
取
材
し
た
自

衛
隊
を
写
裏
と
記
事
で
毎
週
連
載
し
て
い
る
。

p
3
c
へ
の
試
乗
、
大
分
日
出
生
台
（
ひ
じ
ゅ
う

だ
い
）
で
の
陸
上
自
衛
隊
の
実
戦
演
習
へ
の
参
加
や

多
く
の
自
衛
隊
員
へ
の
取
材
な
ど
を
行
な
い
「
国
を

越
え
る
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
連
載
し
て
い
る
。

彼
女
の
率
直
な
質
問
が
自
衛
隊
の
本
音
を
良
く
引

き
出
し
て
、
自
衛
隊
員
を
含
め
て
多
く
の
読
者
を
生

ん
で
い
る
の
で
、
そ
の
幾
つ
か
を
紹
介
す
る
。

六
月
二
三
日
が
沖
縄
で
は
「
慰
霊
の
日
」
の
休
日

で
沖
縄
戦
で
犠
牲
に
な
っ
た
人
々
の
霊
を
慰
め
二
度

と
戦
争
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
各
地
で
数
多
く
の
慰

霊
祭
が
行
な
わ
れ
る
。

,
 
.. ―■――
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伊

波

洋

一

（
沖
飩
中
部
地
区
労
巾
枡
い
叫
i
i
)

私
、
「
な
ぜ
演
習
で
は
、
戦
場
に
住
民
が
い
て
、

そ
れ
を
守
り
避
難
さ
せ
る
、
と
い
う
訓
練
が
組
み
込

ま
れ
て
い
な
か
っ
た
の
か
？
」

内
山
、
「
自
衛
隊
が
、
住
民
を
避
難
さ
せ
る
な
ど

の
訓
練
は
、
一
切
し
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、
“
所
管

業
務
”
の
中
に
は
入
っ
て
い
な
い
。
住
民
に
命
令
す

る
権
限
が
自
衛
隊
に
は
な
い
。
軍
隊
は
、
戦
う
だ
け

の
権
限
し
か
与
え
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
住
民
の
事

に
つ
い
て
は
権
限
外
だ
。
自
衛
隊
は
、
国
の
命
令
で
、

や
れ
、
と
言
わ
れ
た
こ
と
を
や
る
だ
け
だ
。
・

・
中
略
：
・
実
際
に
は
、
指
揮
官
の
命
令
を
受
け

て
動
く
。
ど
こ
の
国
の
軍
隊
も
目
的
は
『
い
か
に
先

に
相
手
の
国
の
軍
隊
を
や
っ
つ
け
る
か
』
と
い
う
事

だ
」
》

畠
隊
荏
塁
宮
な
い
＇
・

沖
縄
戦
で
の
住
民
を
ス
パ
イ
視
し
た
り
、
避
難
壕

か
ら
住
民
を
追
い
出
す
な
ど
「
友
軍
（
日
本
軍
）
」

が
沖
縄
住
民
を
守
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
、
今
で
も
生

々
し
い
記
憶
と
し
て
沖
縄
住
民
に
残
っ
て
い
る
。

二
十
二
年
前
の
自
衛
隊
の
沖
縄
移
駐
に
対
し
て
、

日
本
国
憲
法
九
条
に
反
す
る
と
い
う
護
憲
的
立
場
だ

け
で
な
く
、
沖
縄
戦
で
の
日
本
軍
の
記
憾
が
、
自
衛

隊
と
重
な
り
激
し
い
反
自
衛
隊
感
情
が
沖
縄
住
民
に

沸
き
起
っ
た
。
当
時
の
住
民
登
録
拒
否
や
入
学
拒
否

な
ど
激
し
い
反
対
運
動
が
住
民
の
共
感
を
得
た
こ
と

も
沖
縄
戦
の
体
験
ゆ
え
で
あ
っ
た
。

住
民
の
反
自
衛
隊
感
情
に
対
し
、
自
衛
隊
は
草
の

根
的
な
地
域
組
織
を
作
り
、
保
守
的
な
地
元
有
志
を

味
方
に
引
き
入
れ
て
不
発
弾
処
理
や
離
島
か
ら
の
急

患
翰
送
な
ど
を
積
極
的
に
活
用
し
て
住
民
の
認
知
を

得
る
努
力
を
し
て
き
た
。

現
在
、
戦
後
生
ま
れ
の
人
口
が
増
え
て
戦
争
体
験

者
が
相
対
的
に
少
な
く
な
る
と
と
も
に
、
「
豊
か
さ
」

の
中
で
過
去
の
記
樟
に
こ
だ
わ
り
続
け
る
こ
と
が
薄

れ
て
、
「
自
衛
隊
へ
の
反
対
」
か
ら
「
無
関
心
」
に

住
民
感
情
が
変
化
し
つ
つ
あ
る
。

そ
し
て
、
自
衛
隊
と
米
軍
の
軍
事
的
連
携
の
強
化

と
役
割
の
交
替
が
沖
縄
で
静
か
に
進
行
し
て
い
る
。

そ
の
十
日
前
の
六
月
十
三
日
の
『
国
を
越
え
る
＿

第
一
部
自
衛
隊
』
に
次
の
よ
う
な
記
事
が
載
っ
た
。

《
．．． 

（
日
出
生
台
演
習
場
で
）
四
十
代
の
九
州

出
身
隊
員
が
、
「
沖
縄
戦
で
旧
軍
が
住
民
を
犠
牲
に

し
た
、
と
い
う
の
を
教
訓
に
し
て
、
自
分
は
そ
ん
な

こ
と
は
し
な
い
、
と
心
に
決
め
て
い
る
。
絶
対
に
自

衛
隊
が
住
民
の
盾
に
な
る
覚
悟
だ
」
と
、
真
剣
な
顔

で
話
し
た
。
後
日
、
広
報
の
内
山
一
夫
班
長
に
会
い

に
行
っ
た
。

「
沖
縄
か
ら
」

「
オ
キ
ナ
ワ
ボ
イ
ス
」

編
梨
委
員

沖
縄
返
還
か
ら
二
0
年
を
過
ぎ
た
九
二
年
か
ら
自

衛
隊
基
地
の
強
化
が
め
だ
っ
ょ
う
に
な
っ
た
。

観
光
リ
ゾ
ー
ト
地
、
沖
縄
の
玄
関
で
あ
る
那
覇
空

港
と
滑
走
路
を
共
用
す
る
那
覇
航
空
隊
基
地
で
も
、

対
潜
哨
戒
機
p
3

C
の
二

0
機
配
備
に
向
け
た
対
潜

水
艦
戦
作
戦
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、
弾
薬
庫
の
新
設
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
p
k

o
部
隊
の
中
継
基
地
と
な
る
な
ど

基
地
強
化
が
進
行
し
て
い
る
。

し
か
し
、
本
部
町
の
不
在
地
主
の
土
地
へ
の
自
衛

隊

p
3
c
送
信
基
地
建
設
計
画
は
、
反
対
す
る
豊
原

区
民
が
九
―
―
年
七
月
以
来
、
毎
日
交
替
で
監
視
行
動

を
続
け
て
建
設
着
手
を
二
年
間
も
阻
止
し
て
い
る
。

当
初
、
基
地
建
設
に
賛
成
し
て
い
た
本
部
町
議
会

も
今
年
六
月
に
建
設
反
対
を
決
議
し
た
。

自
衛
隊
へ
の
反
感
と
警
戒
感
が
、
沖
縄
住
民
の
心

の
奥
に
は
残
り
続
け
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

六
月
に
那
覇
を
含
め
た
自
衛
隊
基
地
へ
の
パ
ト
リ

オ
ッ
ト
配
備
が
公
表
さ
れ
、
多
く
の
抗
議
と
市
町
村

議
会
で
配
備
撤
回
の
決
議
が
な
さ
れ
た
。

今
年
ハ
ワ
イ
沖
で
行
な
わ
れ
た
リ
ム
パ
ッ
ク
合
同

演
習
の
よ
う
に
、
沖
縄
の
空
で
は
航
空
自
衛
隊
と
米

軍
が
合
同
演
習
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
知
ら
ぬ
間
に

自
衛
隊
は
憲
法
を
越
え
て
い
く
か
も
し
れ
梵

石
川
真
生
さ
ん
は
、
《
自
衛
隊
は
、
沖
で
し

だ
い
”
何
”
を
守
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う

1
》
と
結
ん

で
い
る
。

畠
隊
の
軍
隊
碑
覚

翌
週
の
六
月
二

0
日
で
は
、
《
「
右
を
向
け
と
言

わ
れ
れ
ば
右
を
向
く
し
か
な
い
。
そ
れ
を
で
き
る
か

ど
う
か
で
、
（
自
衛
隊
）
を
続
け
ら
れ
る
か
ど
う
か

決
ま
る
」
》
と
言
う
ホ
ワ
イ
ト
ビ
ー
チ
の
掃
海
艇
の

隊
員
の
発
言
を
紹
介
し
、
軍
隊
そ
の
も
の
を
浮
き
彫

り
に
し
て
い
る
。

六
月
六
日
は
、
戦
後
五
0
年
も
続
い
て
い
る
不
発

弾
処
理
で
の
避
難
距
離
が
広
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
住
民
の
声
に
対
し
、
《
「
一
日
の
わ
ず
か
一

ー
ニ
時
間
だ
か
ら
が
ま
ん
し
て
ほ
し
い
。
三
ー
四
ヵ

月
も
沖
縄
戦
を
戦
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
れ
＜

ら
い
は
が
ま
ん
で
き
る
は
ず
だ
。
反
自
衛
隊
感
情
も

わ
か
る
が
、
も
っ
と
理
解
し
て
ほ
し
い
。
」
》
と
の

不
発
弾
処
理
隊
長
の
発
言
を
紹
介
し
て
い
る
。

天
秤
の
片
側
に
沖
縄
戦
を
お
い
て
、
避
難
距
離
を

判
断
す
る
軍
人
感
覚
は
沖
縄
で
は
理
解
で
き
な
い
。

連
載
第
一
回
の
子
供
た
ち
に
本
物
の
銃
の
撃
ち
方

を
教
え
る
「
ち
び
っ
子
ヤ
ン
グ
大
会
」
の
写
真
は
、

県
内
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
、
抗
議
が
相
次
ぎ
自
衛

隊
は
中
止
し
た
。
し
か
し
、
全
国
各
地
の
自
衛
隊
基

地
約
六
十
ヵ
所
で
は
開
催
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
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四
月
十
八
日
の
呉
港
は
、
灰
色
の
軍
艦
で
ぎ
っ
し

り
埋
ま
っ
た
。
護
衛
艦
隊
二
九
隻
が
「
艦
隊
集
合
訓

い
」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
司
令
官
が
市
職
員
に

話
し
た
以
上
、
ほ
ぽ
間
違
い
な
い
。
そ
う
な
れ
ば
呉

の
部
隊
は
更
に
一
―
―
ー
百
人
増
加
す
る
。
現
在
、
呉

に
配
備
さ
れ
て
い
る
護
衛
艦
隊
は
第
二
護
衛
隊
群
所

属
の
「
や
ま
ゆ
き
」
「
ま
つ
ゆ
き
」
だ
け
で
あ
る
。

第
四
護
衛
隊
群
が
く
れ
ば
護
衛
艦
は
七
隻
に
な
る
。

こ
れ
ら
は
、
リ
ム
パ
ッ
ク
な
ど
の
共
同
演
習
に
参
加

し
、
米
空
母
機
動
部
隊
の
後
方
支
援
の
役
割
を
負
わ

さ
れ
て
い
る
。
呉
の
基
地
機
能
の
強
化
は
決
定
的
で

あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
で
四
つ
の
護
衛
艦
隊
が
旧
軍
港

四
市
に
分
散
す
る
こ
と
に
な
り
、
自
衛
隊
の
再
編
強

化
の
意
味
も
あ
る
。

こ
れ
ら
を
最
近
数
年
間
の
呉
基
地
で
の
新
た
な
動

き
の
中
で
位
置
付
け
る
と
着
々
と
基
地
の
強
化
が
進

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
最
新
鋭
潜
水
艦
の

配
備
、
潜
水
艦
桟
橋
の
新
設
、
潜
水
艦
乗
員
の
待
機

所
の
建
設
、
音
響
測
定
艦
「
は
り
ま
」
「
ひ
び
き
」

の
配
備
、
神
戸
製
鋼
跡
地
の
「
か
ら
す
小
島
」
係
留

所
と
訓
練
湯
や
官
舎
の
建
設
な
ど
枚
挙
に
い
と
ま
が

な
い
。
二
つ
の
桟
橋
が
で
き
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ

ま
で
F
バ
ー
ス
に
串
剌
し
に
な
っ
て
い
た
軍
艦
は
、

停
泊
に
余
裕
が
で
き
た
。
独
身
用
の
宿
舎
の
新
設
は

隊
員
の
増
加
を
可
能
に
さ
せ
る
条
件
で
あ
る
。
そ
の

上
で
の
護
衛
艦
隊
•
練
習
艦
隊
の
移
設
や
集
合
訓
練

の
恒
例
化
な
の
だ
。
こ
の
動
き
は
、
米
ソ
冷
戦
終
結

の
時
期
を
挟
ん
で
、
そ
ん
な
こ
と
は
ど
こ
吹
く
風
と

い
う
雰
囲
気
で
続
い
て
い
る
。

獨

化

す

る

雰

翡

海
上
自
衛
隊
の
練
習
艦
隊
の
司
令
部
で
あ
り
、
旗

艦
で
も
あ
る
「
か
と
り
」
が
一
月
早
々
、
横
須
賀
か

ら
呉
に
転
籍
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
呉
基
地
の
隊
員
は

約
四
百
六
十
人
増
え
、
全
体
で
九
千
人
を
こ
え
た
。

自
衛
隊
は
「
戦
略
的
な
意
味
合
い
は
な
く
、
住
宅
改

善
な
ど
処
遇
面
で
の
考
慮
に
よ
る
」
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
呉
と
し
て
は
、
こ
れ
自
体
が
基
地
の
強
化

そ
の
も
の
で
あ
る
。
一
月
十
二
日
、
私
た
ち
は
真
冬

の
呉
港
に
平
和
船
団
十
一
隻
を
出
し
、
海
上
か
ら
「

か
と
り
」
の
転
籍
に
抗
議
し
た
。

雷

霞

「

か

と

り

」

の

編
湯
浅
一
郎

（
ピ
ー
ス
リ
ン
ク
広
島
・
呉
・
岩
国
）

ま
た
湾
岸
戦
争
後
、
毎
年
入
っ
て
く
る
米
艦
が
ス

プ
ル
ー
ア
ン
ス
級
に
移
行
し
て
き
て
い
る
。
今
年
も

七
月
十
三
日
、
駆
逐
艦
フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
が
呉
港
に
寄

港
し
た
。
同
艦
は
ス
プ
ル
ー
ア
ン
ス
級
で
あ
る
。
当

日
み
た
様
子
か
ら
、
ト
マ
ホ
ー
ク
は
未
配
備
で
あ
っ

た
が
、
近
い
将
来
に
ト
マ
ホ
ー
ク
が
配
備
さ
れ
る
こ

と
は
確
実
で
あ
る
。
米
ソ
冷
戦
の
終
結
と
い
う
事
態

と
、
湾
岸
戦
争
で
地
域
紛
争
に
対
す
る
第
一
撃
用
の

武
器
と
し
て
非
核
ト
マ
ホ
ー
ク
が
有
用
で
あ
る
こ
と

が
示
さ
れ
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
ト
マ
ホ
ー
ク
艦

の
あ
い
つ
ぐ
入
港
は
重
要
な
変
化
で
あ
る
。

こ
の
間
、
湾
岸
戦
争
で
は
掃
海
母
艦
「
は
や
せ
」

が
ペ
ル
シ
ャ
湾
へ
、
一
九
九
二
年
の
秋
に
は
カ
ン
ボ

ジ
ア
p
k
0
の
第
一
陣
と
し
て
補
給
艦
「
と
わ
だ
」

が
呉
か
ら
出
て
い
っ
た
。
自
衛
隊
の
海
外
派
兵
が
、

呉
の
街
か
ら
行
な
わ
れ
、
米
軍
と
の
共
同
対
処
が
め

ざ
さ
れ
る
る
時
代
に
再
び
入
っ
た
。
こ
の
先
に
見
え

る
の
は
「
第
一
二
世
界
で
紛
争
が
お
き
、
日
本
の
権
益

が
巻
き
込
ま
れ
そ
う
に
な
っ
た
と
き
」
自
衛
隊
を
海

外
に
だ
せ
る
と
い
う
本
格
的
な
出
兵
で
あ
る
。
掃
海

艦
隊
の
派
兵
の
動
き
と
呉
寄
港
米
艦
の
ト
マ
ホ
ー
ク

艦
へ
の
移
行
は
、
そ
う
し
た
流
れ
の
な
か
に
位
置
し

て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

富
釆
暉
が
ト
マ
ホ
ー
ク
編
に

そ
し
て
、
集
合
訓
練
で
呉
に
来
た
自
衛
艦
隊
の
司

令
官
が
口
頭
で
話
し
た
こ
と
か
ら
横
須
賀
に
配
備
さ

れ
て
い
る
部
隊
が
隊
員
の
処
遇
面
か
ら
、
ま
た
ま
た

呉
に
転
籍
し
て
く
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
横

須
賀
を
母
港
と
す
る
「
ひ
え
い
」
な
ど
第
四
護
衛
隊

第
四
瞑
衛
隊
茫
髯
か
？

練
」
と
し
て
入
港
し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
自
衛

艦
隊
の
七
五
％
に
あ
た
る
。
空
母
や
ト
マ
ホ
ー
ク
艦

を
含
む
米
軍
艦
と
の
共
同
演
習
（
例
え
ば
リ
ム
パ
ッ

ク
）
を
例
年
行
な
っ
て
い
る
極
め
て
戦
闘
的
な
軍
艦

だ
。
そ
れ
ら
が
毎
年
の
よ
う
に
、
こ
の
時
期
に
呉
港

で
集
合
訓
練
を
繰
り
返
し
て
い
る
．

九
隻
は
川
原
石
の
公
共
岸
壁
に
接
岸
さ
れ
た
。
護

衛
艦
が
民
間
港
に
停
泊
す
る
の
は
一
九
八
七
年
以
来

六
度
目
で
あ
る
。
呉
港
の
港
湾
管
理
権
は
呉
市
に
あ

り
、
特
に
川
原
石
岸
壁
は
市
営
で
あ
る
。
戦
闘
的
な

艦
船
を
公
共
岸
壁
に
受
け
入
れ
る
こ
と
は
「
平
和
産

業
港
湾
都
市
」
に
そ
ぐ
わ
ず
、
許
さ
れ
る
こ
と
で
は

な
い
。
私
た
ち
は
呉
市
に
対
し
基
地
の
強
化
に
つ
な

が
る
訓
練
に
反
対
し
、
特
に
市
営
埠
頭
の
使
用
を
許

可
し
な
い
よ
う
申
し
入
れ
た
。
自
衛
隊
桟
橋
の
接
岸

能
力
を
は
る
か
に
こ
え
る
同
時
入
港
は
、
呉
湾
に
お

け
る
艦
船
使
用
枠
の
拡
大
を
進
め
、
民
間
港
の
使
用

権
を
も
既
成
事
実
化
す
る
も
の
で
あ
る
。

群
の
五
隻
に
つ
い
て
、
今
秋
に
司
令
部
を
移
す
こ
と

か
ら
始
め
て
、
順
次
呉
に
転
籍
す
る
と
い
う
。
五
月

二
日
の
N
H
K
を
皮
切
り
に
「
朝
日
l

新
聞
な
ど
が

相
次
い
で
報
道
し
た
。
乗
組
員
の
中
に
は
家
を
建
て

た
い
が
、
首
都
圏
で
は
無
理
と
か
、
官
舎
に
入
れ
な

い
な
ど
の
住
宅
事
情
か
ら
希
望
が
強
い
と
い
う
。
現

在
の
と
こ
ろ
海
上
幕
僚
監
部
の
広
報
室
は
「
検
討
に

は
上
が
っ
て
い
る
が
、
決
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

寧
転
法
を
無
硯
す
る
声
浩
体

こ
れ
ら
一
連
の
動
き
に
対
し
、
呉
市
は
基
本
的
に

鈍
感
な
い
し
賛
成
で
あ
る
。
市
の
姿
勢
は
、
練
習
艦

隊
の
転
籍
や
集
合
訓
練
の
部
隊
に
対
す
る
歓
迎
会
の

主
催
者
に
市
長
が
入
っ
て
い
る
こ
と
に
端
的
に
示
さ

れ
て
い
る
。
市
長
は
市
民
の
代
表
で
あ
り
、
公
人
と

し
て
の
性
格
を
帯
び
て
い
る
以
上
、
〈
軍
隊
で
あ
る

〉
自
衛
隊
の
歓
迎
を
す
べ
き
で
は
な
い
。
そ
の
背
景

に
あ
る
の
は
呉
市
の
「
自
衛
隊
と
の
共
存
・
共
栄
」

路
線
で
あ
る
。
家
族
も
含
め
自
衛
隊
員
の
市
人
口
に

占
め
る
割
合
は
約
一
割
に
当
る
。
周
辺
の
町
に
住
宅

を
求
め
て
年
に
数
千
人
が
転
出
す
る
傾
向
に
歯
止
め

が
か
か
ら
な
い
現
状
で
は
自
衛
隊
員
の
存
在
は
町
に

金
を
落
と
す
集
団
と
し
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い

る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

し
か
し
呉
市
は
旧
軍
港
市
転
換
法
に
基
づ
い
て
「

平
和
産
業
港
湾
都
市
」
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
は

ず
だ
。
「
軍
隊
」
で
あ
る
自
衛
隊
と
の
共
存
・
共
栄

は
「
平
和
産
業
港
湾
都
市
」
と
矛
盾
す
る
。
自
衛
隊

が
「
軍
隊
」
で
な
く
、
「
防
衛
施
設
」
だ
か
ら
軍
転

法
の
適
用
は
受
け
な
い
な
ど
と
い
う
論
理
は
嘘
の
上

塗
リ
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
。
米
ソ
冷
戦
が
終

結
し
た
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
基
地
の
強
化
に
反
対

し
、
呉
か
ら
自
衛
隊
を
な
く
し
て
い
く
施
策
を
自
治

体
と
し
て
国
に
要
求
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

集合訓練て呉港に集結した自衛艦隊

13 1988年6月18日第三種郵便物認可（通巻101/102号） No.22/231994.8.20 月刊キャッチピース 月刊キャッチピース No.22/23 1994.8.20 1988年6月18日第三種郵便物認可（通巻101/102号）

呉
自
衛
隊
の
強
化

き
わ
だ
っ
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●1994年1月1日から8月17日の各地への原子力艦入港国数は

横須賀 1 9回（うち原潜15回）

佐世保 11回（うち原潜11回）

ホワイトピーチ 6回（うち原潜6回）

（沖縄．勝連町）

合計 36回（うち原潜32国）
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全
国
連
蓼
疇
森
ー

運
動
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

昨
年
の
十
一
月
、
青
梅
で
の
第
三
回
全
国
会
議
で

軍
事
費
削
滅
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
核
兵
器
禁
止
法
な
ど

運
動
の
柱
を
た
て
て
か
ら
、
早
い
も
の
で
半
年
が
経

ち
ま
す
。

湯
浅
一
郎

①
軍
縮
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

昨
年
の
十
二
月
半
ば
か
ら
始
め
た
細
川
首
相
あ
て

の
A
W
A
C
S
睛
入
中
止
を
求
め
る
ハ
ガ
キ
運
動
は
｀

最
終
的
に
一
万
一
千
通
が
出
ま
し
た
。
同
時
に
行

な
っ
た
国
会
議
員
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
社
会

党
を
中
心
と
し
て
三
七
人
か
ら
回
答
が
あ
り
ま
し
広

更
に
三
月
か
ら
、
今
度
は
政
府
の
九
四
年
度
予
算

案
に
対
し
、
同
じ
く

A
W
A
C
S
購
入
中
止
や
思
い

湯
を
借
り
て
お
礼
い
た
し
ま
す
。

ま
ず
各
地
の
近
況
報
告
を
出
し
あ
い
、
中
身
に
入

り
ま
し
た
。
運
動
面
で
の
柱
は
次
の
二
つ
で
す
。

軍
縮
と
非
核
を

首
都
圏
ま
で
の
運
営
委
員
が
集
ま
り
ま
し
た
。
会
場

の
設
定
な
ど
を
し
て
い
た
だ
い
た
中
北
氏
に
、
こ
の

2隻の空母のあやしし 動ヽき
九
九
五
年
に
向
け

そ
こ
で
、
秋
の
全
国
会
議
ま
で
の
つ
な
ぎ
と
し
て

六
月
十
二
日
、
大
阪
市
東
淀
川
勤
労
セ
ン
タ
ー
で

全
国
運
営
会
議
を
行
な
い
ま
し
た
。
西
は
熊
本
か
ら

横
須
賀
を
母
港
と
す
る
空
母
イ
ン
デ
ペ
ン
テ
ン
ス

か
、
予
定
さ
れ
て
い
た
ド
ッ
ク
入
り
を
キ
ャ
ン
セ
ル
。

中
東
に
向
か
う
と
思
わ
れ
た
空
母
キ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ク

も
、
横
須
賀
を
起
点
に
動
い
て
い
る
。

7
月、

8
月

の
2
隻
の
空
母
の
あ
や
し
い
動
き
を
ま
と
め
て
み
た
。

．． 
リ
ム
パ
ッ
ク
94
に
参
加
し
た
イ
ン
デ
ペ
ン
テ
ス
は

7
月
5
日
、
横
須
賀
に
帰
港
し
た
。

1
週
間
以
内
に

朝
鮮
半
島
に
出
動
で
き
る
よ
う
に
と
い
う
指
示
か
出

て
い
た
た
め
か
、
ハ
ワ
イ
よ
り
西
方
の
ミ
ッ
ド
ウ
エ

イ
海
域
で
主
要
な
演
習
を
実
施
し
た
と
い
う
。
リ
ム

パ
ッ
ク
演
習
そ
の
も
の
を
、
日
本
海
で
行
う
こ
と
も
、

検
討
さ
れ
た
と
い
う
報
道
も
あ
っ
た
。

♦
7

月
6

日
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ル
ー
ズ
。

●
7
月
9
日
、
大
島
沖
で
弾
薬
積
み
替
え
の
た
め
に

出
港
。

14
日
に
佐
世
保
に
入
港
し
た
弾
薬
補
給
艦
キ

ラ
ウ
エ
ア
に
弾
薬
を
移
し
替
え
た
の
か
。
ミ
ッ
ド
ウ

エ
イ
も
ド
ッ
ク
入
り
の
時
に
は
弾
薬
を
佐
世
保
に
降

ろ
し
て
い
る
の
で
、
い
よ
い
よ
ド
ッ
ク
入
り
か
と
思

わ
れ
た
。

(11
日
に
横
須
賀
帰
港
）

と
こ
ろ
か
、

14
日
の
夜
か
ら
突
然
艦
載
機
の
訓
練

か
始
ま
っ
た
。
厚
木
で
は

14
日、

15
日、

16
日、

18

日
と
無
通
告
で
タ
ッ
チ
ア
ン
ド
ゴ
ー
か
繰
り
返
さ
れ
、

抗
議
の
電
話
か
殺
到
し
た
。
夜
間
訓
練
は
岩
国
や
横

田
で
も
行
わ
れ
た
。
湾
岸
戦
争
に
出
動
す
る
前
の
ミ

ッ
ド
ウ
ェ
イ
か
、
ま
っ
た
く
同
し
よ
う
に
、
各
基
地

で
無
通
告
の
N
L
P
訓
練
を
実
施
し
た
の
で
、
な
に

． 
や
ら
き
な
臭
い
も
の
を
を
感
じ
た
。

9
日
の
金
日
成

主
席
の
死
去
か
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、

イ
ン
テ
ペ
デ
ン
ス
の
動
向
に
関
心
か
集
中
し
た
。

◆
7
月
20
日
出
港
。

♦
7

月

2
2日
帰
港
。
艦
載
機
は
積
ん
で
い
な
い
。

◆
7
月
25
日
出
港
。
弾
薬
を
積
み
込
む
と
い
う
兵
士

の
証
言
か
あ
っ
た
。
こ
の
日
、
第
7
艦
隊
の
ス
ポ
ー

ク
ス
マ
ン
か
イ
ン
デ
ペ
ン
テ
ス
か
ド
ッ
ク
入
り
を

延
期
し
、
地
域
の
安
全
保
障
の
た
め
横
須
賀
を
出
港

し
た
＿
と
述
べ
る
。

こ
れ
を
伝
え
る
7
月
27
日
付
け
の
ス
タ
ー
ズ
ア
ン

ド
ス
ト
ラ
イ
プ
紙
に
は
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
書
く
。

一
キ
ム
イ
ル
ソ
ン
の
死
亡
や
核
開
発
疑
惑
か
原
因

か
と
い
う
問
に
対
し
て
は
、
西
太
平
洋
で
の
通
常
作

戦
で
あ
り
、
こ
の
地
域
の
安
全
を
保
薩
し
、
米
海
軍

の
柔
軟
性
を
示
す
も
の
だ
と
答
え
、
あ
え
て
質
問
に

対
す
る
反
論
は
な
か
っ
た
一
＿
キ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ク
も

西
太
平
洋
に
展
開
し
て
い
る
。
空
母
2
隻
か
同
時
に

展
開
す
る
の
は
珍
し
い
事
で
は
な
い
一

◆
7
月
30
日
帰
港
。
飛
行
甲
板
に
は
艦
載
機
。

◆
8
月
4
日
イ
ン
デ
ペ
テ
ン
ス
出
港
。
入
れ
替
わ
り

に
キ
テ
ィ
ホ
ー
ク
か
原
子
力
巡
洋
艦
ら
と
と
も
に
横

須
賀
に
入
港
。

◆
8
月
11
日
キ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ク
出
港
。

◆
8
月
12
日
イ
ン
デ
ペ
ン
テ
ス
入
港
。

横
須
賀
基
地
を
拠
点
に

2
隻
の
空
母
か
、
交
互
に

出
動
訓
練
を
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
そ
れ
か
、

何
に
対
応
し
た
も
の
か
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。
し
か

し
、
ド
ッ
ク
入
り
の
キ
ャ
ン
セ
ル
も
、

2
隻
の
空
母

の
投
入
も
、
き
わ
め
て
一
異
例
な
こ
と
は
確
か
だ
。

イ
ン
デ
ペ
デ
ン
ス
は
17
日
に
出
港
と
聞
い
て
い
る
。

し
ば
ら
く
は

2
隻
の
空
母
の
動
き
か
ら
目
か
離
せ
な

い

。

（

新

倉

・

横

禁

賀

）

や
り
予
算
の
削
減
を
求
め
る
請
願
署
名
を
行
な
い
ま

し
た
。
政
局
の
ゴ
タ
ゴ
タ
で
予
算
成
立
が
大
幅
に
の

び
た
た
め
、
五
月
末
ま
で
集
め
、
最
終
的
に
一
万
一

五
百
人
分
の
署
名
を
提
出
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

九
五
年
度
の
軍
事
予
算
や
防
衛
大
綱
の
見
直
し
に

対
し
て
取
り
組
み
を
継
続
す
る
こ
と
、
軍
事
費
や
思

い
や
り
予
算
に
つ
い
て
の
わ
か
り
や
す
い
パ
ン
フ
の

作
成
を
急
ぐ
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

②
「
九
五
年
に
向
け
、
核
兵
器
禁
止
法
を
つ
く

ろ
う
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

こ
の
間
、
神
奈
川
で
の
連
続
セ
ミ
ナ
ー
を
初
め
と

し
て
、
広
島
・
呉
、
大
阪
、
九
州
な
ど
で

N
P
T
や

核
禁
止
法
に
関
す
る
講
演
会
が
着
実
に
進
め
ら
れ
、

運
動
の
重
要
性
が
定
着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
非
核
宜

言
自
治
体
が
主
体
的
に
動
き
だ
す
こ
と
を
念
頭
に
入

れ
て
、
幅
広
い
形
で
の
呼
び
掛
け
を
作
り
、
八
月
の

ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
頃
に
は
呼
び
掛
け
文
が
で

き
、
人
々
の
目
に
と
ま
る
方
向
で
努
力
し
て
い
る
。

キ
ャ
ッ
チ
ピ
ー
ス
と
し
て
も
、
こ
れ
を
受
け
て
対
応

を
し
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
、
事
務
所
の
運
営
と
財
政
、
新
規
会
員
・

読
者
の
獲
得
、
「
平
和
資
料
協
同
組
合
」
の
現
状
と

方
向
、
バ
ン
コ
ク
会
議
で
の
日
本
か
ら
の
発
題
な
ど

に
つ
い
て
討
議
し
ま
し
た
。

今
秋
の
第
四
回
全
国
会
議
は
十
一
月
十
九
、
二
十

日
に
名
古
屋
で
開
催
の
予
定
で
す
。

キティーホークの人港に抗議するヨコスカ平和船団
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おすすめ資料3点
●パンフレット『95年を核のない世界への転
換点に―-NPT延長問題を考えよう』
発行： 95年を核の無い世界への転換点に！
運動

頒価： 300円（ 10冊以上は250円、い
ずれも送料は別）

注文先：色045-563-5101
●パンフレット『被爆50年を機に核兵器禁止
法を作ろう―-NPT核不拡散条約の差別性
を問う』

発行：入れるな核艦船！飛ばすな核攻撃機！

ピースリンク広島●呉•岩国
カンパ： 500円（送料別）
注文先：色0823-21-2414
●リーフレット『沖縄米軍某地返還を求めるハ

ワイ州議会の決議』 （文献資料94-1) 
発行：平和資料協同組合（準）

頒価： 10 0円（送料別）
注文先：色045-563-4814

援根つが会てけ しを
を本たで議いな前‘か予
゜的こきでたい号合け告
＾なとる対こ状に併たな
う立はは策と態あ号こく
ーてまずをながるとと七
直つで話の続としと月
したし合でいおま思号
がくたい‘てりしいが 悶
虐胃と0 ：介；、田‘t;]塁•累
でさこ局にす巻ご゜せ ら
すれろ？大゜編容今ん
゜まがを阪前集赦号で
ごせ‘乗でも長下はし
期んあり開つがさ増た
待であ切いて事いぺ゜
とし C るた分情° lご
ごた決こ運かで ジ心
支゜まと営つ動 と配

会計報告
(94.6.24~94. 8. 12 

［収入］
0前月からの繰越

0今月の収入

会費収入

「維持団体
内維持個人l参加団体
訳参加個人
通信会員

カンパ収入

預金利子

資料収入＊

［支出］
●今月の支出

8月）

．
 

猛
暑
、
酷
暑
、
観
測
史
上
最
高
の
暑
さ
…
の
今
年

の
夏
で
し
た
。
読
者
の
皆
さ
ん
は
お
元
気
で
し
た
か
？

事務所代 (7'
水道光熱費
電話・ FAX費
郵送費

文具、備品
印刷・コヒー代
行動費＊ ＊ 
郵便振替等手数料
雑費

●次月への繰越

4

7

0

 

6

9

0

 

5

9

0

 

9

9

9

 

7

1

4

 

6

4

8

 

1

1

0

0

0

0

0

 

0

0

 

0

0

 

9

9

 

5

9

 
7
 7

0

0

 

9

0

 

9

0

 

9

9

 

3

4

 

5
 

355,0~5 

80. 000 
11. 800 
20.522 
65, 786 
3,420 
72. 970 

゜2,220 
゜52,843 

＊平和資料協同組合（準）の資料収入は、別会計

とします。

＊ ＊行動費は行動プロジェクト毎の独立採算とな

っているため、それにあてはまらない収支のみ

が、この欄に計上されます。

No. 

月刊キャッチピース
（月刊トマ喰い虫改題）

22/23（通巻 101/102号）

発行●脱軍備ネトワーク・キャッチピース

発行所●〒223 横浜市港北区箕輪町3-3-1

色●045(563) 5101 
FAX●045 (563) 8807 

郵便振替●00160-7-136148 キャッチピース
編集●キャッチピース編集部

定価● 10 0円（通信会員年間3000円）

国
民
が
暑
さ
に
ボ
ー
ッ
と
し
て
い
て
も
元
気
な
政

治
家
は
懲
り
な
い
発
言
を
ガ
ン
ガ
ン
。
涼
し
く
な
っ

た
ら
、
や
っ
ぱ
り
文
句
を
言
お
う
。
（
や
）

前号で夏期カンパの
お願いをするのを忘れていました。会計

報告で分かるとおり、財政がまたまたビ

ンチです。ビールの泡が抜けたような、

時期はずれのお願い

になってしまいまし
たが、夏期カンパを
お待ちしています。よろしくお願い致し

ます。
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く訴え＞

今こそ非核法を！

核兵器について米口間の削減合意が完全な実現を見ても、なお来世紀にそれぞれに

数千発の核弾頭が残ります。オーバーキル（殺しすぎ）の状態は少しも変わらないの

です。最近の朝鮮半島をめぐる緊張を見ても、地域紛争が核戦争を誘発する危険性が

依然として存在しています。

米朝会談や南北会談の行方もまだ定かではなく、目を離すことができない状況で

す。そういう折り、国際司法裁判所の諮問に答える陳述書に、核兵器廃絶を願う世界
の声のシンボルとなるべき日本の政府が、 「核兵器の使用が国際法に違反するとは言

えない」と書いたことは衝撃的でした。その後、世論の反対を受け、その部分は削除

されたとはいえ、 「違反する」とは明言しない、消極的なものでした。実は、このよ

うな日本政府の核兵器禁止への消極的態度は、これまでも国連での投票行動において

も繰り返されてきたことでした。今回、誰の目にも明らかになったのは、日本の外交

が国民の感情とはまった＜別のところで展開されている、ということでした。

それより前、日本はフランスから大量のプルトニウムの海上輸送を行い、備蓄した

ことによって、日本は核武装を計画しているのではないか、と国際社会から疑われま

した。そして、それを打ち消すため日本政府は、核不拡散条約（NPT)の無期限延
長への支持を表明しました。しかし、これまでこの条約の下で、核保有国は相互に核

兵器の高性能化（垂直拡散）を観けており、核兵器を持たない国への脅威が続いてい

ます。その結果、核兵器を持たない国が、その脅威に対抗しマ核兵器を持とうとする

動きも後を絶ちません。そのため、核廃絶を願う多くの国々や人々は、核不拡散条約

の延長問題を契機に、全面核軍縮条約の早期締結を求めています。

そのような国際社会の機運の中での、今度の「核兵器の使用は国際法に違反すると

はいえない」との政府の考え方の表明でした。その直後に「日本は核兵器を作ろうと

思えば、すぐ作れる技術を持っている」という首相発言がありました。それに追い討

ちをかけるように、米国で 19 7 0年代の末に、これまで不可能だと宣伝されてき
た、商業用原子炉から取り出したプルトニウムで核兵器を作り、爆発実験に成功した

というニュースが、改めて世界を駆けめぐり、日本が核兵器の開発を進めているので

はないかとの疑惑を国際社会、なかでも周辺諸国に一層与えています。

日本には非核三原則があります。しかし、つい最近も沖縄への核兵器持ち込みの密

約が明らかにされたように、しっかりと守られてきたとは言えません。近隣のアジア

の国々の視線には、きびしいものがあります。彼らのある者は、非核三原則 (Three

Non-nuclear Principles)ではなくて「見ざる、聞かざる、言わざる」の三猿主義

(Three Monkeys Principles)だと言っています。

冷戦終結という新しい国際環境の中で、来年は被爆 50 周年を迎えます。広島•長
崎に原爆が投下されて半世紀、今こそ日本は国際社会による核疑惑を払い去り、非核

の立場を明確に示すために非核法を制定し、核廃絶を願う国々や人々とともに、核兵

器と戦争のない世界の実現のために新たなる第一歩を踏み出すときと考えます。

これまでも非核三原則の法制化をめざす貴重な積み重ねがあります。私たちは、そ

れらを受け継ぎつつ、たとえば以下の内容を含むような非核法の実現を望みます。



1．日本は核兵器を作らない、持たない、持ち込ませない。日本を厳密な非核兵器地
帯にする。

2. 日本は核兵器に依存した安全保障を求めない。
3. 「公開●民主・自主」の原則の下に核分裂物質を厳重に管理●規制する。
4.核兵器と戦争のない世界の実現のために率先して努力する。
5. この法律を実行するために、行政機関を作る。

もちろん、以上は問題提起です。核廃絶を願う多くの人々との対話の中で、より完

全な、効果のある法案や実現の方法を探求したいと私たちは考えています。

多くの人々の賛同を求めたいと思います。

1 9 9 4年 7月

呼びかけ」ヒ（順不同）
宇都宮徳馬（元参議院議員） 平岡 敬（広島市長、交渉中）

本島 等（長崎市長） 葉山 峻（藤沢市長、日本非核宣言自治体協議会会長）

黒柳徹子（タレント、国連ユニセフ大使） 江尻美穂子（日本YWCA会長）
林 京子（作家） 鈴木祐司（法政大学教授、日本平和学会会長｀）

武谷三男（物理学者） 小田 実（作家）

進藤栄一（筑波大学教授） 西田 勝（非核ネットワーク世話人）

服部 学（物理学者） 勝部 元（大阪国際平和センター理事長）

前田哲男（軍事評論家） 梅林宏道（太平洋軍備撤廃運動園際コーディネーター）

山内敏弘（独協大学教授） 工藤泰治（非核•みどり議員ネットワーク代表）

青柳絢子（かながわ非核交流会） 青景孝子（横浜市会議員）

鎌田定夫（ヒロシマ・ナがサキ証言の会代表） 平野伸人（被爆二世教職員の会代表）

(7月 18日現在）

賛同人（順不同）

吉水小百合（女優） 栗原貞子（詩人）

長洲ーニ（神奈川県知事、条件付き） （7月 18日現在）
（裏面へ続く）

------------・ -------------------―ー・き り と り--------------~--------------

どちらかに0をおつけ下さい
。呼びかけ人になります （カンパ 1口： 50 0 0円）
•賛 同 人になります （カンパ 1口： 2000円）
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-
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（

 

ご住所：〒 電話（

FAX ( 、̀’―

‘
,
ノ

お名前：

適当な肩書：

----------------------------------·きりとり—----------------------------

合頁 」又 a正

碑

•呼びかけ人カンパとして（
・賛 同 人カンパとして（

.... 
ロロ

‘
,
/
‘
,
ノ

金
金

四也
円也

今こそ非核法を！運動（仮） 領収印



追伸：この訴えがこの夏、できるだけ多くの人たちの目に触れるようにするためにご

協力下さい。また、幅広く署名者を増やす努力をするとともに、今秋に具体的なこと

を話し合う場を呼びかけたいと思いますので、関心のあるグループや個人は、ご連絡

下さい。

連絡先（仮）

●西田勝•平和研究室
〒164 中野区中野 5-32-11-301

電話・ FAX 03-5343-1820 （電話は月•木•金午後 2 時以降）

●PCDS（太平洋軍備撤廃運動）国際事務所
〒223 横浜市港北区箕輪町 3-3-1

電話 045-563-5101 F AX  045-563-9907 
(7月20日～8月4日は午後 1時以降）

●郵便振替口座：口座番号 00120-3-668855 

名 称非核法運動
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